
AHW015-P11 会場:コンベンションホール 時間: 5月27日17:15-18:45

浅間山東麓白糸の滝周辺における湧水・河川水の水質および同位体組成
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浅間山東麓に位置する白糸の滝は、その優美さから夏季を中心に多くの人が訪れる避暑地軽井沢
の主要な観光スポットとなっている。その豊富な湧出量から、白糸の滝を形成する地下水は浅間
山を起源とするものということが通説となっている。しかし、浅間山東麓はそれよりも古い低平
な火山体から構成されており、浅間山とは一部を除きほぼ独立した地形・地質単元となっている
ことから考えると、その起源を安易に浅間山に求めることはできない。白糸の滝湧水の湧出機構
や起源を明らかにするためには、その周辺に数多くの存在する他の湧水や河川を含めて、総合的
に対象地域の水文環境を把握することが必要である。そこで本研究では、浅間山東麓における湧
水・河川水の水質や同位体組成などを指標に用い、白糸の滝を含む対象地域に分布する湧水の起
源や地下水流動系について考察を行った。

2009年8月に実施した現地調査の結果、調査地域における湧水・河川水の特性には明瞭な地域性
が確認された。東麓一帯における湧水や河川水の多くが、湧出量および溶存成分量（TDS）が少
ない一方で、白糸の滝を含む湯川源流部の極狭い範囲に分布する湧水（湯川源流湧水群）は、そ
れらが多く水温も高い傾向を示す。また、水質組成にも違いがあり、周辺の多くの湧水・河川水
がCa-HCO3型を示すのに対し、湯川源流湧水群はMg+Ca－SO4+HCO3型もしくはMg+Na－SO4+
Cl型となっている。同位体組成についても両者の間には明瞭な違いがあり、標高1200～1300mの
間に分布する湧水において平均してδDで約4‰、δ18Oで0.6‰程度湯川源流湧水群の方が低い値
を示す。炭素同位体組成にも違いがみられ、湯川源流湧水群は-10‰程度の高い値を示す一方
で、それ以外の湧水は-15‰以下の低い値を示す。

Suzuki（2003）が水素同位体組成から求めた地下水涵養線を用いて、各湧水の涵養標高を計算し
た結果、湯川源流湧水群の平均涵養標高は約1680m（白糸の滝は1820m）であった。浅間山東麓
一帯の最高標高は約1400mであることから、湯川源流湧水群は浅間山の山体斜面で涵養された地
下水を起源としていることがわかる。またその水温が高く、硫酸イオンや塩化物イオンに富むと
いう水質組成に加え、δ13Cが火山性CO2の値（-8.5‰）に近いという結果は、これらの湧水が明
らかに火山ガスの影響を受けていることを示唆しており、活動中の浅間山を涵養域にもつ地下水
であるという考えを支持している。浅間山に起源を持つ地下水が湯川源流部で集中して湧出する
のは、前掛山東斜面で涵養された地下水が、火砕流堆積以前に形成された埋没谷を水みちとして
流動しているためと考えられる。



以上のように湯川源流湧水群は、浅間山の山体斜面で涵養され、流動過程において火山ガスの影
響を受けた地下水の流出域となっていることが判明した。その他の湧水については、その涵養標
高が低いことや水質に火山ガスの影響が認められないことから、東麓一帯で涵養されたローカル
な地下水であると考えられる。また、水温とTDSとの関係などから、白糸の滝を形成する地下水
は浅間山で涵養された地下水と、東麓で涵養されたローカルな地下水が約1：3～4の割合で混合
したものと推定された。発表当日には、さらにCFCsおよびSF6を用いた滞留時間についても議論
する予定である。
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